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児童生徒の尿中グリシン排池について
平野久美子・吉田洋子
Urinary Excretion of Glycine in School Children 
K UMlKO H IRANO AND Y OKO Y OSHIDA 
はじめに
1940年代にはじまったヂ紙クロマトグラフィーの臨床
的応用，これにひきつづいてカラムクロマトグラフイ ー
の応用の進歩に伴ってアミノ酸，脂質，蛋白質.績など
に関した多くの先天性代鉛異常が発見され，符に先天性
アミノ酸代謝異常の研究1;1:進歩が目覚しく疾愈数も多い。
このような先天性アミノ酸代謝異常症のZ患者では尿中
遊園量アミノ厳パターンに異常をきたすことが多いが.それ
は正常人のアミノ酸パターンを基僧にして判定されるこ
とから，又他方. Spackman. Stein. Moore等りによ
って自動分析装置が考案され，ア ミノ後分析測定法が大
きく進歩して，より正確に，より迅速に測定できるよう
になったために，アミノ酸代謝の研究を行う基礎として，
正常人についての尿中遊園Eアミノ放を測定した報告がか
なり見受けられる。 2)ー "
ところで尿中遊園陸アミノ般量の表現にはいろいろあっ
て.比較基準としては.一日排池震で表わしたり.体重
尿量.総筆書官量. クレアチニン盆，体表面積および摂取
量に対するパーセントなどがあるが.7}則的一日却下t健室
が最も広〈利用されていて一回尿についての尿中遊緩ア
ミノ酸量を測定した報告があま り見当ら ない。しかし24
時間尿を採取することは種々な脊、で図難を伴う場合が多
<.待にアミノ酸尿のスクリーニングにおいて，短時間に多敏
の争責体を処理したい時には.ー回尿で判定できることが望ましい。
そこで本研究では，一回尿について祭取蛋白量に対し
て変動が少なく最も再現住の高いクレアチニンを基封勝と
した表現法を用いて尿中アミノ酸儀を測定することを目
的として.今回lま，正常の児童・生徒を対象としグリシ
ン券法鑑を測定した。
尿中グリシンの排池噌量をきたす先天性代謝異常~lO)
として遺伝性グリシン尿症，高グリシン血症，高プロリ
ン血症.プロリ ン尿症があるが， グリシンは又正常人に
おいても比般的排池盆の多い非必須アミノ殺である。
実験方法
(お )
対象 ..大阪市内某小学校，中学校，高等学校の児童量生
徒から任意に嫡出した男子133名女子135名針268名で
ある。(表ー 1) 
表-1 対象児童及び生徒
a.:早朝第一尿をポリエチレン製容ifに採取して.フ
リーザーに冷凍保存し.織査直前に溶解して実駿に用いた。
グリシン定置法:グリ シンの定量は前線11) に述べた
方法によった。
身長， ~事置の測定 :鋼査用紙に48年5 月 1 日現在の測
定値を各自記入させた。
実険結果
I 中学生，.後金の身長， ~事a，ローレル鎗敬
対象の中学生，高校生について身長，体重.ローレル
指数の各年令別，佳男1)平均値を表-2に示した。文国一
1に発育幽線を示した。男子でl主身長.f;事室ともに14すか
ら15才にかけて忽滑し，以後身長1;:17才までt曽加しつづ
けているが，体重のI曽加はゆるやかとなる。一方女子で
は身長，体重ともに12才から13すにかけて急婚し.13才
以後身長の噌加はほとんどなく， 体重はゆるやかではあ
るが増加しつづけている。このことはローレル指数に反
映されている。国一 1に示す如〈 ローレル指数において
は身長，体重と1;1:.逆転した形をとり，男子よりも女子の
方が高値を示し，符に14才以後その差が大き くひらいて
いる，即ち.男女の体格の差ヵ1fJ.4すから15すにかけて著
明になるということである。
E 性別，年令別グリシン鯵潅値
前述した虫日<.本実験では尿中グリ シン泌度をクレア
チニン温度比 (グリシンpg/クレアチニンmg)で表わし
た。小学生，中学生，高校生全対象のグリシン券法値の
平均値及び範囲1;1:.102.0(26.6-304.7)であった。表-3
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表-2 中学生高校生の身長.体重， ローレル指数
の年令glJ性別平均値
立 男子 女子身長体重ローレ晶指敵 身長体重ロ レール指量
ロ才 153.3士9.542.4土8.011.6土1.1149.6土5.939.9士5.219.1士9.7
13 156.3土ι4(5.2士6.418.3土9.9 1~.4士u (5.3土(.9 123.0土1.5
14 159.3:f6.7 (8.0士8.118.7土13.6153.7土3.641.(士5.8 130.5士14目7
15 161.1土7.456.9士1.812.1士17.8153.4士u 45.9士5.1 121.1士9.1
16 1ω.6土6.159.3土8.3121.3士12.7156.8土3.8ω.8土3.1 131.9土10.9
17 170.8土4.156.4土6.1日空4土日 15.9土3.2(8.9土u 129.3士13.5
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にグリシン主憲法鑑の年令別，性別平均値を示した。文そ
の年令g'J推移を図-2に示した。6才から11才までの平
均値及び範聞は男子では103.2(57.1--170.0) 。女子で
は104.9(57.1--180.0) で，男女差はなかった。ところ
が13才から 14才にかけて男子のグリシン排波儀が急減し，
以後同程度の排池値を示し， 一方女子では11才から12才
にかけて，グリシン排池{直は男子とは逆にや、 t国加し，
以後.間程度の排池値を示した。その結果， 14才から17
才までの平均値及び範囲l:t男子では68.3(26.6--133.3) 
であるのに対し女子では118.8(47.6--280.0)で男子のグ
リシン排液鑑が女子のそれに比し低値を示した。これは
5%の危険撃で有意の差があった。
童 学
表-3 グリシン排波儀の性別 年令別平均値
民 男子 女子 、平均値 量低値~量高値 平均値 最低値~最高値 検定
6・7才 l18.1 57.1--170.0 127.3 74.3-1ω.0 
8・9才 96.8 57.1-158.。91.0 57.1-175.7 
10・1才 94.6 57.1-135.7 96.5 67.1-152.9 
12才 105.0 30.4-204目s135.9 61.9-304.7 
13才 98.6 45.7-228.6 125.6 66.7-213.3 ‘ 
14才 69.3 14.2-133.3 119.8 47.6--219.。** 
15才 74.6 26.7-99.9 l15.6 62.8-215.7 語障 調除
16才 78.9 31. 9-120.。116.1 56.3-237.3 電也怠
17才 50.6 26.6-105.3 123.9 65.7-280.0 ** * pく0.10
*市 Pく0.05
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袋一4に分析に使用したクレアチニン 5mg当りの尿量
を示した。その男女別， 年令別推移l主グリシン排清鑑と
閉じ傾向をたどり 11才までは性差はみられないが， 14才
以後では男子のクレアチニン 5mgあたりの尿量が減少し
ている。これは男子ではこの時期以後，尿l.e当りのク
レアチニン排池量がt曽加したことを示唆する。そこで得
られた値を尿laeあたりのグリシン値に換算してみたが，
やはり袋一5に示す如<，男子の排池値に比し女子のそ
れが幾分高値を示し，特lこ14才以上では明らかに女子の
排池値の方が高かった。又，国一3に尿中クレアチニン
湿度とグリシン温度との関係を示したが両者聞に相関は
みられなかった。
( 26 ) 
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表-4
小学校，中学校，高等学校の児童生徒268名の早朝尿
について，クレアチニン 1mgあたりのグリシン排池値を
測定したところ，その全対象の平勾値及び範囲は 102.0
(26.6-30(.7)であった。多国12)は尿中遊離アミノ酸を
自動分析計で測定し， グリシン定量値の正常範囲を 10(
-282μg/mgクレアチニンとしている。本実験ではこの値
と較べて平均値ではほ J一致したが.個体差が大きく ，
特に最低{直が非常に低いf直を示した。Stein2)，Everd3) ， 
Souport“.寺田町.三林6)等の尿中遊厳アミノ酸の1日
量を定量した結果ではグリシン排液鑑の平均値はそれそ・
れ132，109，123， 137， 137， 101mg/dayである。成人に
おけるクレアチニンの 1日排池量は約1g_1.5g13)とさ
れているのでこの値から仮に本実験の結果を 1日排池量
に換算すると102-153mg/dayとなり.平均値はやはり
諸家の報告と大体一致した。
ところが，性別，年令別に分類して算出したそれぞれ
の平均値をみると， 11すまでは男女差はほとんどなし
その平淘値は 104であるが， 14才以後男子の排液値が急
減し，例えば17才男子では50.6，一方女子では 123.9で
男子の生存池値が女子のそれに比し有意に低値を示した。
本実験では尿中グリシン温度の表現法として， 1日排
波量に性差がみとめられ成人女子ではかなり低い値を示
すクレアチニンを基準としたクレアチニン温度比で表わ
したが，これが14才以後のグリシン排池値に性差を生じ
た原因の1つであると考えられる。事実，分析に使用し
たクレアチニン5mgあたりの尿量をみると，性別，年令
別推移はグリシン排池値と同じ傾向をたどり，11才まで
は性差はみられないが， 14才以後では男子は女子に比し
その尿量が減少している。しかし，これだけが原因であ
るなら，このf直を尿1meあたりに換算すると性差がなく
なるはずであるが，やはり女子の方が高<，持lこ14才以
後では明らかに女子の排池値の方が高くなっている。又
グリシン漫度とク レアチニン濠度との関係を調べたが，
両者の聞に相関はなかった。 従って性差の原因がグリ シ
ン排池値をクレアチニン漣度比で表わしたことのみにあ
るとは考えられない。
女性において月経期，妊娠英語にヒスチヂンの排濯が噌
加すること 14) が知られているが，一般にアミノ酸排池
値l主性別による差はないとされている。 8)15)た"Sou-
port心は論文中には犯していないが.グリシン排j世に関
するデータをみると.男子の平均値及び範囲剖041官官/day
(53-2∞)であるのに対し，女子のそれは142mg/day( 
67-312)で女子の値が高〈本実験の結果とほ J一致して
察考
クレアチニン 5mg
あたりの尿量
ぞ々 男 子 女 子平均 最低~最高 平 匂 最低~最高
6・7才 6.9 2.2-13.8 5.9 2.9-11.3 
8・9才 5.6 3.2-8.4 7.3 3.0-15.8 
10・1才 6.9 3.8-10.3 6.8 3.1-10.0 
12才 5.2 2.3-15.6 5.0 2.5-9.3 
13才 5.0 2.3-15.8 6.1 2.1-17.4 
14才 3.4 1.6-5.8 3.9 2.0- 7.2 
15才 3.2 1.3-5.2 4.3 1. 7-15.0 
16才 3.1 1.5- 9.4 3.8 1.8-12.4 
17才 2.6 1.7-3.1 4.3 2.1-9.7 
? ?
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?
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図-3
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いる。
グリシンはアミノ酸の中では最も簡単な構造を示すが
その生体内での代謝は複雑多岐であり，種#の含窒素化
合物を合成するのに利用され，クレアチンもその一つで
ある。尿中に排池されるクレアチニンは体クレアチンに
由来している。クレアチンは腎臓でグリシンとアルギニ
ンからグリコアミンが合成され，次いで肝臓でメチオニ
ンからメチル基のF付加を受けてクレアチンとなり，血流
によって筋に移行して大部分リン酸と結合してクレアチ
ンリン酸の形で存在し，筋収縮に必要なエネルギー貯蔵
庫となっている。尿中のクレアチニンは生体内でクレア
チンがクレアチンリン酸に.ついでこれがクレアチニン
へと移行したものが排泌されたものである。 16)17)尿中
クレアチニン排液量は骨絡筋の発育に正比例し，体格の
大きい人は小さい人よりもクレアチニンを多量に尿中に
排池する。 Talbot18)は17.9kgの筋肉量から毎日 1gの
クレアチニンが排泌されると述べている。
馬淵19) は性別，年令別24時間クレアチニン排池量を
測定し，男子は女手に比しクレアチニン排池量は大で，
クレアチニン排池量の性差は青年壮期において最も顕著
であると述べている。又伊達20)は児童生徒の尿中クレ
アチニンを測定し.クレアチニン排池量は男子では9才，
10才.11:才とゆるやかなカーブで培加しているが.12才
以後15才まで，かなり急な傾きで直線的な増加を示し，
男子においては11才頃から筋肉の発育が著しくなること
を示唆していると考えられるとし，一方女子では9才か
ら10才にかけてかなり大きな憎加を示し， 11才， 12才と
比較的ゆるやかに増加し， 13才で急激な噌加を示すが，
その後は著明な増加は認められない。これは女子の場合
もかなり急激に筋肉の発育の著しい時期があるが，その
発育の程度は男子の場合よりかなり低い割合であり，し
かも早期にその発育は鈍化し， 13才以上の年令のクレア
チニンの排池量の増加は少なしすでに頭打ちの状態に
あり，筋肉量の示標としてみるならば，この頃で女子の
実質的な発育は停止しつつあるのではないかと考えられ
ると述べている。本実験で対象とした中学生，高校生の
発育幽線をみると，男子では身長，体重ともに14才から
15才にかけて急増し，ー方女子では急増期が男子よりも
1， 2年早<， 13才以後は身長の増加はほとんどみられ
ない。このように本実験で観察した中学生，高校生の発
育曲線と馬淵19) ，伊達20) の観察したクレアチニン排
池量の性別，年令別推移とがよく一致した。この結果か
ら発育の激しい時期にはクレアチンの生成が多くなり，
その結果尿中へのクレアチニンの排池が樽加したのでは
ないかと考えられる。一方，本実験に於て，男子で13才
童
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から14才頃にグリシンの排液鑑が急減したのは.クレア
チンの合成素材であるグリシンの生体内での利用度が高
まったことを示唆しているのではないかと考えられる。
Fisher21)らはカゼインを主蛋白源とした基本食にクレ
アチシの前駆物質であるグリシン.アルギニン，メチオ
ニンを単独文は組合せ添加し，ひなの成長，筋クレアチ
ン量を観察し， (アルギニン+グリシン)添加群の筋クレ
アチン量が他群より有意に高いことを示している。本実
験で男子におけるグリシン排液鑑の急減期と発育曲線及
びクレアチニン排池値の急婚期が一致したことは興味深
い。しかし老年者では，男性，女性ともにグリシン排液
値が減少し性差がみられなくなる5)0)11】ことから14才
以後におけるグリシン排治値の性差の原因としてホルモ
ンの影響も考えられる。
要約
小学校，中学校，高等学校の児童生徒268名の早朝尿
についてクレアチニン lmgあたりのグリシン排池値を測
定した。その結果， 6才から11:才までの児童の尿中グリ
シン排池値の平均値及び範囲は男子では103.2(57.1-
170.0) ，女子では104.9(57.1-108.0)で性差はみられな
かった。ところが男子においてグリシン排池値が12才頃
から減少しはじめ13才から14才にかけて急減し，以後そ
のま注低値を示した。一方女子では11才から12才にかけ
て，むしろや・増加し以後そのまお高値を示した。その
結果14才から17才までの生徒の尿中グリシン排治値の平
均値及び範囲は男子では68.3(26.6-133.3)，女子では
118.8(47.6-280.0)で，男子のグリシン排池f直が女子の
それに比し低値を示し， 5%の危険率で男女聞の値に有
意の差があった。
稿を終るにのぞみ，御校関を賜わった山本勝朗教授に
深甚の謝意を表するとともに採尿に御協カ下さった方々
に厚〈御礼申し上げます。
文献
1) Spakman， D， H.， Stein， W. H. and Moore， S.: 
Anal. Chem.， 30. 1190 (1958) 
2) Stein， W. H. : J.Biol. Chem.， 201. 45 (1953) 
3) Evered， D. F. : Biochem.J. 62， 416 (1956) 
4) Soupart， P. : Clin. chim. Aeta， 4， 265 (1959) 
5) 寺尾寿夫:精神神経学雑誌， 62. 2061 (1960) 
6) 三林英子:日本体質学雑誌， 31， 10 (1968) 
7) 鬼沢仁一:代謝， 4， 735 (1967) 
8) 島菌順雄，中川一郎編集:タンパク質・アミノ酸の
栄養学，日本必須アミノ酸協会発行，朝倉書活発売P
平野・吉田:児童生徒の尿中グリ シン却下池
- 159-
337 (1964) 
9) 産賀恵子 :日本小児科学会雑tま，72， 265(1968) 
10)多国啓也:小児医学，3， 607 (1970) 
11)平野久美子:本紀要， 20， 193 (1972) 
12)多国啓:也，安li敏幸:臨床科学， 2， 91 (1966) 
13)柿本泰男:蛋白質・核厳・酵素， 15， 184( 1970) 
14) Soupart， P: Acta clin. Belg.， 9， 297(1954) 
15) Nassett. ES. and Tulley， R.H， Nutrition. 44. 
447(1951) 
16)吉川春寿.間銀隆光.車曽野邦夫 :Metabolic 
PathWay. 医学唱普段P133 (1959) 
17)柴田進，臨床生化学診断法，金ヲ聖堂 (第5版)P44 
(1967) 
18) Talbot. N. B. : Am.J. Dis. Child. 55. 42 (1938) 
19)馬淵殺緯:体質医学研究所報告.10， 437(1960) 
20)伊達鉄二 :体質医学研究所報告， 22. 12 (1972) 
21) Fisher， R. C.， Salander， M. W.， Taylor J. 
Nutrition， 58， 459 (1956) 
Summary 
The excretion of glycine in urine from 2 6 8 school children from 6 to 1 7 years of age were 
measured by paper chromatography. 
One morning urine specimen was collected from each subjects. 
The unit used for expressing glycine exeretion was glyeine μg/mg creatinine. 
The resul ts obtained were as follows: 
The average value of urinary exeretion of glyeine was 103.2 and 104.9 in boys and girls aged between 
6 and 11 years respectively， sex differences being not detected. 
Tbe average value ..as 68.3 and 118.8 in boys and girls aged between 14 and 17 years respectively. 
and a significantly less (p<0.05) excretion being observed in the boys. 
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